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国際ジェンダー学会 2024 年大会ご案内 （第 3 報） 

 

2024 年９月 7 日（土）～9 月 8 日（日） 

 

東洋大学白山キャンパス 1 号館 3 階 

 

国際ジェンダー学会 

http://www.isgsjapan.org/blog/（公式ブログ） 

 

要旨集はこちら  

 

 

 

大会実行委員長挨拶 

国際ジェンダー学会 2024 年大会が、9 月 7 日（土）・8 日（日）に東洋大学白山キャンパスにて開催されます。学会大会は、

学術研究の意義と可能性を信じる人々が集い交流する、他では得難い機会です。そのことを尊重するすべての方を、心から歓迎い

たします。 

今年の大会の特徴は、個人発表が 2 日間にわたり開催されることです。より多くの方々に、より多くの個人発表を見聞きしてい

ただくため、同時間の部会を 3 つに減らしました。個人発表Ⅰは 9 月 7 日（土）13 時から 15 時、個人発表Ⅱは 9 月 8 日（日）

10 時から 12 時 30 分の二枠での実施となります。ますます活発な研究交流が生まれることでしょう。 

また、9 月 7 日（土）15 時 15 分から 17 時 15 分までは、シンポジウム「男女共同参画センターの課題と未来：人材育成、ネ

ットワーク形成とサステナビリティ」を開催します。男女共同参画のための総合的な施設として、地域の様々な課題に対応するた

めの実践的活動を行っている男女共同参画センターについては、近年、その機能強化が論じられています。男女共同参画センター

に関する実証研究のフロントランナーが揃って報告するシンポジウムを、どうぞお見逃しなく。 

さらに、9 月 8 日（日）14 時 30 分から 17 時まで、ラウンドテーブルディスカッションが 3 会場でひらかれます。各グループ

の研究の蓄積と新たな成果とを踏まえ、じっくり議論する場となることでしょう。 

昨年同様、懇親会は 1 日目の 9 月 7 日（土）17 時 30 分から 19 時、総会は 2 日目の 9 月 8 日（日）12 時 50 分から 14 時と

なります。 

本大会に参加してくださる皆さま、大会運営を担ってくださる実行委員会の皆さま、アルバイトの皆さまに、これまでの準備に

対し心よりお礼申し上げます。大会が成功裏に終わるまで、引き続きよろしくお願いいたします。 

例年同様、本年も、国際ジェンダー学会倫理綱領を遵守しつつ、真摯かつ闊達な研究交流の場となる大会となるよう、励んでま

いります。参加者の皆さまにおかれましても、どうぞご理解ご協力のほどお願い申し上げます。 

2024 年 8 月 

国際ジェンダー学会 2024 年大会実行委員長 

村尾祐美子 

 

http://www.isgsjapan.org/blog/
https://jimdo-storage.global.ssl.fastly.net/file/975e8c53-bb56-420f-af40-11a296243b60/ISGS2024_Abstracts.pdf
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国際ジェンダー学会 2024年大会 会場までのご案内 

【会場】 

東洋大学白山キャンパス１号館 3 階 （懇親会：8 号館 地下 1 階学生食堂） 

受付：1 号館 3 階エレベーターホール  9 月 7 日（土）12:00～、9 月 8 日（日） 9:30～  

【所在地】 

〒112-0011 東京都文京区白山 5-18-20 東洋大学 

【アクセス】 

会場アクセス（都営三田線 白山駅 徒歩 6 分、東京メトロ南北線 本駒込駅 徒歩 8 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

上記地図では正門から入るようになっていますが、正門の手前に位置する ８号館門 (次ページの地図に描かれています) からお

入りください。  

 

 

 

 

 

会場アクセス 

キャンパスマップ 
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キャンパス案内図 

 

 

 

 

 

 

 

【ご来場の前に！】 

 大学に入るためには、守衛への入構証の提示が必要です。大会開催前にメールで入構証をお送りします。当日は、送信され

た入構票のスマートフォンでの提示あるいはプリントアウトの提示をお願いいたします。 

 大会中、学生食堂や大学生協・学内コンビニエンスストアは休業しています。学内で食事をとる方は、昼食の持ち込みをお

願いします。8 号館門の道向かいにファミリーマートがあるほか、大学周辺には、コンビニエンスストアやスーパーマーケ

ット、昼食をテイクアウトできる店などが複数あります。詳しくは最終ページの「東洋大学周辺 MAP」をごらんください。 

 

 

8号館門 

事前に送付された「入構証」を

守衛にお見せください。 

1号館 

連絡通路は１号館エレベーターホールに接続してい

ます。ここから３階に上がってください。３階全体が

大会会場となっています。 

階段を使わないアクセス法 

８号館正面入り口から入って左手のエレベーターで 4階まで行き、連絡通路を進んでください。１号館 3階に階段を使わ

ずアクセスできます。 

 

8号館 

１号館に行くには、8 号館正面入り口から入り、正

面の階段を２階まで上った後、振り向いた方向に

伸びる連絡通路をお進みください。また、懇親会

の会場はこの建物の地下１階の学生食堂です。 
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会場配置図                                                                 

 

 

 

スタッフ室 1 

学生アルバイト 

休憩室 

 

 

9月 7日（土）13：00-15:00 

〈個人発表Ⅰ〉 

グループ A 1308 

グループ B 1307 

グループ C 1310 

9月 8日（日）10:00－12:30 

〈個人発表Ⅱ〉 

グループ D 1310 

グループ E 1308 

グループ F 1307 

受付 

9月 8日（日）14：30－17：00 

〈ラウンドテーブル 

ディスカッション〉 

ディスカッション 1 １308 

ディスカッション２ 1307 

ディスカッション３ 1310 

スタッフ室 2 

会員交流室

＆ 

配布資料 

残部置き場 

名札記入エリア 

各種 

お知らせ 

9月 7日 15:15-17:15 

〈シンポジウム〉 1305 

9月 8日 12:50-14:00 

〈総会〉 1305 
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学内施設 

 オールジェンダートイレ／バリアフリートイレは、8 号館 1 階入口左手、1 号館 1 階にあります（地図 1 と地図 2 の❶）。男

女別のバリアフリートイレは 4 号館 1 階にあります（地図 4）。 

 冷水器および給水機（マイボトルに水を入れられる）は、1 号館 1 階にあります（地図 1 の❸）。 

 コピー機は 1 号館 2 階エレベーターホールにあります（地図 3）。 

 自動販売機は、4 号館 1 階生協前、8 号館地下 1 階の学生食堂にあります（地図 4）。 

 1 号館 3 階の会員交流室には、室温のペットボトル飲料とコップを準備いたします。配布資料残部もここにあります。 

 Wi-Fi 環境は、当日学内のみで使用できるパスワードをお伝えいたします。 

 
【地図 1】 1号館 1 階                            【地図 2】 8号館 1階 

 

       

 

【地図 3】 1号館 2 階                           【地図 4】 1号館周辺図 

コピーコーナー 

4 号館 1階 

自動販売機 

（生協前） 

8号館地下 1 階 

自動販売機 

（学生食堂内） 

4号館 1階 

男女別 バリアフリートイレ 
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国際ジェンダー学会 2024大会タイムテーブル 

 

【9月 7日（土） 1日目】 

 

12：00～       参加者受付開始 （1 号館 3 階 エレベーターホール） 

13：00 ～ 15：00  個人発表Ⅰ （1 号館 3 階 1307 教室、1308 教室、1310 教室） 

15：15 ～ 17：15   シンポジウム （1 号館 3 階 1305 教室） 

17：30 ～ 19：00  懇親会 （8 号館地下 1 階 学生食堂） 

 

【9月 8日（日） 2日目】 

 

09：30 ～   参加者受付開始（1 号館 3 階 エレベーターホール） 

10：00 ～ 12：30  個人発表Ⅱ （1 号館 3 階 1307 教室、1308 教室、1310 教室） 

12：50 ～ 14：00  総会 （1 号館 3 階 1305 教室） 

14：30 ～ 17：00  ラウンドテーブルディスカッション（1 号館 3 階 1307 教室、1308 教室、1310 教室） 

17：00         閉会 

 

 

 

個⼈発表Ⅰ                                                                                                         

 

9 月 7 日（土）13:00～15:00 1307 教室、1308 教室、1310 教室 

 

個⼈発表＜グループ A＞： 1308教室 

座長： 中村雪子（お茶の水女子大学） 

1. 河野銀子（九州大学） 

中学生の学力とジェンダー 「全国学力・学習状況調査」の分析を通して 

 

2. 野下智則（京都大学） 

性生活に関わる知識の形成過程について ――大学生の語りから見るジェンダー間の差異―― 

 

3. 金杉範子（JAWW） 

鶴見和子の内発的発展における「内発性」の考察ー 1995 年～2006 年における鶴見和子の「内発性」に着目して 

 

4. 江藤双恵（獨協大学） 

「フェミニスト地域研究」にできること 
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個⼈発表＜グループ B＞： 1307 教室 

座長： 菊地栄（立教大学大学院） 

1. 全雅倫（明治学院大学社会学研究科博士後期課程） 

妊婦健診に関するインタビュー調査 ―妊娠女性の体重管理を事例として 

 

2. 中山まき子（同志社女子大学・名誉教授） 

出産に対する厚生政策と産科医療の 70 余年 ―COVID-19 下の出産を加えてー 

 

3. 于寧（東京大学教養学部附属教養教育高度化機構） 

中国当局の政策から読み解く「同性間の親密な関係」に対する認識パターン 

 

4. 牛夢婷（横浜国立大学 博士後期課程 3 年生） 

中国河南省における性教育の実態下での若者の抵抗戦略に関する考察 

 

 

 

個⼈発表＜グループ C＞： 1310 教室 

座長： 加藤千恵（京都光華女子大学） 

1. Galsanjigmed Enkhzul （北海道武蔵女子大学） 

女性のキャリアにおける課題と可能性 ～モンゴル国の日系多国籍企業の国際人的資源管理制度を事例に～ 

 

2. 本間まり子（早稲田大学） 

何故バングラデシュの女性たちは男性に融資金を渡すのか? コロナ禍を挟んだ 10 年間の変化 

 

3. 木村育恵（北海道教育大学）、河野銀子（九州大学）、田口久美子（和洋女子大学）、池上徹（関西福祉科学大学）、 

跡部千慧（東京都立大学）、高野良子（植草学園大学名誉教授）、井上いずみ（公立学校教員） 

学校教員における性別職務分離 ー全国教員調査の分析から 

 

4. 高重治香（東京大学大学院学際情報学府） 

コンピューター関係の仕事の表象に見えるジェンダー意識 ――1980 年代のマスメディアの分析から 
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シンポジウム （公開）  

 

2024 年 9 月 7 日（土）15:15～17:15 1305 教室 

 

「男女共同参画センターの課題と未来 人材育成、ネットワーク形成とサステナビリティ」 

 

 

司会： 小ヶ谷千穂 （フェリス女学院大学・会員） 

 

登壇者： 1. 島直子（独立行政法人国立女性教育会館研究員・会員）  

男女共同参画センターの現状と取り組み ～国立女性教育会館による調査をもとに～ 

 

2. 池橋みどり（元男女センター職員・会員） 

男女共同参画センターにおける男性の課題への取組事例から見えること 

 

3. 内藤和美（東洋大学大学院他非常勤講師） 

女性/男女共同参画センター職員の専門性とは 

 

4. 横山麻衣（愛知大学准教授） 

主導的男性性に抗する拠点――行政知と地位の循環から脱するために 

 

コメンテーター： 村尾祐美子（東洋大学・会員） 

 

趣旨： 

「女性版骨太の方針 2022」では、全国の男女共同参画センターについて、各地域の課題に応じてその役割を十全に果たす観点か

ら、専門人材の育成・確保、関係機関・団体との連携強化等を始めとする機能強化を行う方針が示されました。これを受け、

2024 年夏ごろには、男女共同参画センターにおける業務及び運営についてのガイドラインの作成検討に向けた提言の取りまとめ

も予定されています。このような社会の動きも視野に収めつつ、男女共同参画センターの課題や今後の展望について、学術的な知

見をふまえて考えてゆきます。 

 

※ シンポジウムのみの参加は、参加費 500 円と事前申し込みが必要です。 

 

懇親会 （要申込）                                                                                                    

9 月 7 日（土）17:30～19:00 8 号館地下 1 階 学生食堂 
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個⼈発表Ⅱ                                                                                                        

 

9 月 8 日（日）10:00～12:30 1307 教室、1308 教室、1310 教室 

 

個⼈発表＜グループ D＞： 1310教室 

座長： 平野恵子（横浜国立大学） 

1. 新倉久乃（和光大学） 

ロサンゼルス市の在米タイ人の高齢期の準備―ホスト国での家族統合と社会保障から 

 

2. 佐伯芳子（和光大学） 

COVID-19 パンデミックと移住女性労働者－東京で働くフィリピン出身女性に注目して 

 

3. 齋藤百合子（大東文化大学） 

多文化共生における社会的包摂と社会的排除 埼玉のタイ人コミュニティとクルド人へのヘイトスピーチから見る包摂と排除の 

分析 

 

4. 伊藤るり（一橋大学・名誉教授） 

「トランスナショナルな母親業」論の批判的検討——在仏フィリピン人家事労働者の経験から 

 

 

個⼈発表＜グループ E＞： 1308教室 

座長： 天童睦子（宮城学院女子大学） 

1. 池田恵子（静岡大学） 

災害後の無償の炊き出し作業と女性 

 

2. 池松玲子（東京女子大学） 

地域における母親たちの運動実践 初期日本母親大会の「小児マヒ生ワクチン獲得」と「高校全入」運動の事例から 

 

3. 柏木志保（お茶の水女子大学） 

女性のメンタルヘルスと性別役割分業意識 生きづらさを感じる女性に対するアンケート調査から 

 

4. 宮川円（一橋大学社会学研究科） 

男性犯罪者のジェンダー―刑務所という男性社会に注目して 

 

5．任賀瑩（横浜国立大学） 

日本におけるガイノイドに関するジェンダー意識の考察 ―開発側への調査を中心に― 
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個⼈発表＜グループ F＞： 1307教室 

座長： 徐阿貴（福岡女子大学） 

1. 田邊佳美（東京外国語大学） 

越境する社会運動空間と「マイノリティの知」 ――2010 年代以降のフランスにおける交差性のポリティクス 

 

2. 五十嵐舞（新潟県立大学） 

アメリカのフェミニストとパレスチナ/イスラエル 

 

3. 邱詩琴 （明治大学情報コミュニケーション研究科） 

中国における SNS でフェミニズムの視覚的表現： 男女による表現の違いとその真正性 

 

4. 重定みのり （京都大学） 

「美人」の経験するルッキズム ―モデル・アイドルへのインタビューから― 

 

5．呉納馨 （北海道大学） 

日本におけるドラァグクイーン実践の政治性 

 

 

総会 （会員のみ）                                                                                                           

 

9 月 8 日（日）12：50～14：00 1305 教室 
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ラウンドテーブルディスカッション                                                                                                  

 

9 月 8 日（日）14:30～17:00 1307 教室、1308 教室、1310 教室 

 

ラウンドテーブルディスカッション 1 ： 1308教室 

「保育の質を考える―保育者の専門性の観点から（3）」 

 

 

企画・話題提供： 鵜沢由美子（明星大学）、田口久美子（和洋女子大学）、太田由加里（日本大学）、 

上野恵子（中野区子ども教育部） 

 

司会：  鵜沢由美子（明星大学） 

 

 

ラウンドテーブルディスカッション 2 ： 1307教室 

「デジタル時代におけるジェンダー・メディア・カルチャー： 近年の研究動向と新たな理論・アプローチ」 

 

 

企画者：    小林直美（愛知工科大学） 

 

話題提供者：  小林直美（愛知工科大学）・関根里奈子(大正大学)・髙橋香苗（名城大学）・花野泰子（東京女子大学） 

 

司会：     笹川あゆみ（武蔵野大学） 

 

 

ラウンドテーブルディスカッション 3 ： 1310教室 

「農村女性の経済的地位： 現代生活学とジェンダー分科会（第 3 回ラウンドテーブル）」 

 

 

企画者：   上村協子（現代生活学研究所） 

 

話題提供者： 土屋匠平(一橋大学)・奈良玲子（和洋女子大学)・萩原なつ子（国立女性教育会館）・上村協子（現代生活学研究所） 

 

司会：    萩原なつ子（国立女性教育会館） 
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大会参加者の皆様へ 

1. . 大会参加および参加費・懇親会費のお支払いについて 

 

【参加費】 会員（一般）： 3,000 円  

非会員（一般） 4,000 円 

学生（学会員／非学会員）：500 円 

  非会員（シンポジウムのみ参加） 500 円 

 

【懇親会費】 一般（会員／非会員） 4,000 円 

学生（会員／非会員） 1,500 円 

 

※ 学生の方は、受付時に学生証をご提示ください。 

 

大会・懇親会への参加申し込みは、8 月 25 日（日）までにページ下記より手続きをして下さい。（※コンビニ／ATM 払いの場

合は 8/24（土）までにお申し込みしてください）。   

https://isgs2024.peatix.com/ 

大会当日の参加は受け付けません。必ず期日までに上記よりお申し込みください。間に合わなかった場合は、8 月 26 日までに

Peatix 受付担当（isgs.uketsuke@gmail.com）にお問い合わせてください。恐れ入りますが、8 月 26 日を過ぎての問い合わせ

には応じられないので、ご注意ください。 

＊参加費の領収書は Peatix 上で発行されます。チケットお申し込み完了後、注文履歴画面またはお申込み詳細メールから領収デ

ータにアクセスしてください。アクセス方法は https://help-attendee.peatix.com/ja-

JP/support/solutions/articles/44001821741 からご確認ください。 

＊詳細な領収書が必要な方は、当日受付にお申し出ください。手書きで発行いたします。 

＊領収書についてご不明な点がありましたら、学会大会会計専用アドレス（isgs.taikai.kaikei@gmail.com）にご連絡ください。 

 

2. 保育支援 

 

小さなお子さんをもつ会員の大会参加を支援するため、大会参加のために一時保育を利用された場合に、会員一人当たり 5,000

円の補助を行うこととしました。希望される方は、以下の方法で手続きください。 

 

① 8 月 25 日（日）までに、担当者(村尾祐美子、murao@toyo.jp)まで必要事項(会員氏名/所属/住所/電話番号/預けるお子さ

んの年齢・人数/保育サービスを利用する日にちと時間/利用する保育サービス業者の名称・場所(HP があればそれも))を記載

のうえ、メールで申し込んでください。メール件名は【大会保育補助希望】としてください。予算上、10 件程度以内を予定

mailto:isgs.uketsuke@gmail.com
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しており、先着順に受け付けいたします。定員に達した時点で補助の申込受付を終了いたしますので、利用される方はなる

べく早くお申し込みください。 

 

② 利用日(学会大会当日に限る)の日付と宛先(当該会員氏名、お子さんの年齢と人数)が記載された領収書(または請求書・明細

書など利用を証明できるもの)を大会受付に提示し、5,000 円の支払いを受けてください。①の申し込みがされていても、領

収書(ないしは請求書明細書)の提示がない場合には、お支払いできません。 

 

 学会からの支払いができるのは、民間・行政等の別や、地元か東京かは問いませんが、有料の業者を利用した場合に限りま

す。友人や親族による預かりには適用できませんので、ご了解ください。 

 大会の両日とも利用された場合も、1 件 5,000 円に限ります。 

 非会員には適用されませんが、申込時までに入会手続きを済ませた場合は、利用可能です。 

 

書籍等の販売について                                                                             

以下の 2 通りの方法があります。 

 

1）出版社の方に来ていただいて指定の場所で販売いただく。 

2）会員個人が書籍を販売する。 

 

いずれの場合も実行委員会では、書籍の見守り、売り上げ代金とおつりの管理をすることはできません。出版社またはご自身で本

の搬入や管理が可能であるという方に場所（1312 教室）を提供するという形をとります。販売を希望される方は、8 月 25 日ま

でに、村尾祐美子（murao@toyo.jp）に①上記 1) 、2）のどちらに該当するか、②会員の場合は氏名 ③連絡先（当日連絡のつ

く電話番号）をメールにてご連絡ください。 

大会事務局                                                                                

お問い合わせは下記までお願いいたします。 

 

実行委員長 村尾祐美子 murao@toyo.jp 

〒１112-0086  東京都文京区白山 5－28－20 東洋大学社会学部 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:murao@toyo.jp
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東洋大学周辺 MAP「お昼どうする？」    ランチをテイクアウト●  お店でランチ★                                                                            

① MASTER KEBAB ケバブをサンドやラップやお弁当で。メニューはすべてハラルフード● 

② ブーランジェリーアモニエ 天然酵母と国産小麦にこだわった令和なパン屋さん（日曜休）● 

③ 中華兆徳 白山の「行列ができる街中華」のテイクアウト専門の支店。名物卵チャーハンも作りたてをどうぞ● 

④ パンとお菓子の店オリムピック レトロな雰囲気いっぱいの 1935 年創業の昭和なパン屋さん● 

⑤ とんかつ新宿さぼてん かつのお弁当● 

⑥ 神田一番鮨白山店（茶月） 寿司のお弁当● 

⑦ ナカミチクレープ文京白山店 もっちり生地の大きめクレープ。デザート系のほか塩味系メニューも充実●★ 

⑧ 天丼てんや白山店 天ぷらのお弁当のテイクアウトもできる●★

⑨ Also（オルソー） 人気のカジュアルスタイルの台湾料理店。注文にはスマホ必須。テイクアウトは事前予約を●★ 

⑩ こむぎこ 白山で長く愛されるパスタ専門店。8 号館門前には姉妹店イル・ブルーノ（イタリアンレストラン）も★ 

⑪ 韓国料理サムシセキ白山店 韓国料理のお弁当のテイクアウトもできる●★ 

⑫ Raj（ラジ） ネパール料理。ベジタリアンメニューもある（日曜休）★ 

 

他にも… 

 

コンビニ● 

    
 

スーパー● 

⑬生協白山店 

⑭三徳白山店 

 

惣菜屋● 

⑮小田原屋： 

ザ・商店街の総

菜屋、すき焼き

袋が有名（日曜

休） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の地図は Navitime Japan の東洋大学周辺の地図（コンビニ表示） 

https://www.navitime.co.jp/maps/poi?code=02022-1215705&from=pc.poi 

に番号とファミリーマート白山五丁目店を加筆したものです。 

⑧ 

⑦ 

⑥ 
⑤ ④ 

③ 

① 
② 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑨ 

⑫

2 

2 

⑩ ⑪ 

ほかにも、白山には飲食店が数多くありま

す。懇親会の後やディナータイムにもぜひ

ご利用ください！ 

https://www.navitime.co.jp/maps/poi?code=02022-1215705&from=pc.poi
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